
氏名 前田　泰宏

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

① 行動心理学の臨
床的ふだん使い
へのコメント～
臨床から

単

① 統合・折衷的心
理療法の展開-
可能性を広げる
心理臨床の実践
のために

単

大阪府臨床心理士会理事（2002～2007年度）、同医療関係部会運営委員（2005年度～）ブリーフセラ
ピー・ネットワークジャパン理事（1998年度～）、奈良県スクールカウンセリングカウンセラー（2008年
度～）、奈良いのちの電話相談員養成講座講師（2009年度～）、大阪市障害程度区分認定審査会委員(2009
年度～）

行動心理学を臨床的に有効に活かすための留
意事項について、心理臨床家の立場からコメ
ントしている（分担執筆）。

クライエントの可能性を広げるアプローチと
しての統合・折衷的心理療法について、以下
の4つの観点から包括的に論じた。（１）ソ
リューション・フォーカスト・アプローチの
治療観・人間観・方法論、（２）共通要因ア
プローチ、（３）各種理論モデル・技法の活
用の仕方、（４）クライエントの可能性を広
げるアセスメント、の４つである。

2010年3月

（著書）

奈良大学臨床心理ク
リニック紀要第２
号、19-29.

2010年3月 坂本真士・杉山崇・
伊藤絵美[編]「臨床
に活かす基礎心理
学」(所収p.91-92))
東京大学出版会

（論文）

著書､学術論文等の名
称

所属学会

研究課題

社会学研究科長（2006～8年度）、臨床心理クリニック所長（2007年度～）、
学生相談室長（2007年度)、学科主任（2007年度）、学生相談員(2004年度～）、
地域連携教育研究センター運営委員（2007年度～）、人事委員、など

Gary　Emery,Ph.D.の“Overcoming  Depression”の監訳作業に取り組む。平成２２年６月に金剛出版よ
り、「うつを克服するための１０のステップ-うつ病の認知行動療法」（セラピスト･マニュアル及びユー
ザー・マニュアル）として刊行予定である。

心理療法（ﾌﾞﾘｰﾌｾﾗﾋﾟｰ、折衷と統合）、心理療法の有効要因に関する研究、不安と抑うつの臨
床心理学的研究

文学修士

最終学歴

現在の専門分野

取得学位

日本心理臨床学会、日本心理学会、日本精神分析学会、日本行動療法学会、日本家族療法学
会、日本トラウマティック・ストレス学会、日本ブリーフサイコセラピー学会

概　　　　　　　要

平　成　２１　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

臨床心理学、心理療法

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

関西学院大学大学院文学研究科博士課程前期課程（1979年3月）



① 事業１：「子ど
ものこころの発
達と家族関係」

共

② 2009年度奈良大
学臨床心理クリ
ニック公開講座
～「こころの健
康と家族の支
援」第一回テー
マ「摂食障害」
の企画について

単

① 自主シンポジウ
ム「統合・折衷
的心理療法の展
開（１）クライ
エントと共に作
る見立て」

単

① 人が癒す不安と
うつ

単

② 家 族 - 親 子 ・
きょうだい間の
ダイナミックス

単

③ フォーラム「不
登校を語る親の
フォーラム」

単

④ 学校カウンセリ
ングの基本

単

⑤ ブリーフセラ
ピー・ネット
ワーク・ジャパ
ン第１４回大会
における指定討
論

単

⑥ シンポジウム
「子どものここ
ろの発達と家族
関係」

共

平成21年7月18日に開催した標記の公開講座の
企画の趣旨と講座内容の要旨について論じ
た。

2010年3月 奈良大学地域連携教
育研究センター、平
成21年度事業報告
書、７-９．

平成21年11月21日に開催した標記の公開シン
ポジウムにおける各シンポジストの話題提供
内容の要旨を記載。

（報告書、その他）

奈良いのちの電話
「第33期電話相談員
養成講座」における
講義

2009年6月20日

2010年3月 奈良大学臨床心理ク
リニック紀要第２
号、41-42.

2009/9/

（学会発表）

（その他）講演など

日本心理臨床学会第
28回大会自主シンポ
ジウムの企画・司
会・話題提供

統合・折衷的心理療法における共通要因アプ
ローチ（共創としての心理療法）の立場か
ら、クライエントの願い・望み・目標・可能
性を含んだ見立てをクライエントとどのよう
に共同構築していくかについて論じた。

2009年8月19日 奈良県立教育研究所
主催「10年経験者研
修講座」における講
師として（講義と実
習）

小学校、中学校、高校の教員歴10年の教員に
対して、「学校カウンセリングの基本」に関
する講義と実習を行った。

2009年5月23日 第 5 回 高の原 カル
チャーサロン心理学
講座「人間関係とこ
ころの健康」におけ
る講演

こころの健康の維持や不安や抑うつからの回
復にとっての人間関係の重要性について講演
した。特に、拒絶されずに受容されていると
いう体験がもたらす治癒効果について論じ
た。

家族心理学及び家族システム論の観点から、
親子関係ときょうだい関係の諸相ならびに家
族関係発達について講義し、併せて電話相談
員として重要なの基本的スタンスについて論
じた。

2009年11月21日 平成21年度地域連携
教育研究センター事
業1「シンポジウム：
子どものこころの発
達と家族関係」の企
画及び司会

医療心理臨床、家族社会学、精神分析学、発
達臨床心理学などの様々な立場から、子ども
のこころの発達において家族関係が果たす役
割について考えるシンポジウムを開催した。

2009年10月29日 ブリーフセラピー・
ネットワーク・ジャ
パン第１４回大会の
事例検討における指
定討論者

本大会における事例検討セッションにおい
て、ブリーフセラピーの立場から指定討論を
行った。

2009年7月11日 奈良県立教育研究所
主催「不登校を語る
親のフォーラム-支援
の在り方を考える-」
における助言指導

本フォーラムにおける「中学生への支援」に
おいて、当該ご家族への助言指導を行った。


